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D-proBooksアワード 2018発表と新たな学び 

 

◆趣旨説明◆ 

 タブレット型端末の普及と共に電子書籍の普及も広がってきている。電子書籍は印刷の手間

が無いので，すぐにダウンロードして読むことができ，写真や動画，音楽といった様々な形式

のメディアを一つにまとめられるというメリットがある。電子書籍は，今後の教育分野におい

ても，学習者向けのデジタル教科書やデジタル資料集，教師向けのデジタル教育書という形で

進化し，広がっていくものと推察できる。 

 そこで，D-project では，D-proBooks という電子書籍を開発し発展させていくことで，子ど

もたちの新たな学びに資することにチャレンジしている。初年度は，教師向けのデジタル教育

書を広く公募し，査読の結果１０点の D-proBooks が完成した。今回は，その中でも優れた作品

を取り上げ，D-proBooks アワードという形で表彰し，その内容を吟味すると同時に，制作者の

授業実践を支える授業観について明らかにしていく。 

 さらに，前田と小林が，これからの D-proBooks の可能性について語り合うことによって，そ

れを使った新しい学びの姿を明らかにしていきたい。そして，多くの教師が，D-proBooks の開

発にチャレンジすることを期待したい。 
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